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ヘリセンのラジカルは分子内にキラリティとスピンを同時に有する興味深い化学種である。しか

し、一般的に有機化合物のラジカル種は安定性が乏しいため、単離されて結晶構造解析まで達成さ

れたヘリセンのラジカルの例は非常に限られている。そこで本研究では、一電子酸化によって安定

なカチオンラジカルを生成するヘリセンを目指し、アズレン骨格で構成される AIBTh(bisazuleno- 

isobenzothiophene)を設計・合成した。AIBTh に含まれている 1,1’-ビアズレン骨格は、過去に溶液

中で比較的安定なカチオンラジカルを与えることが報告されている構造である 1)。結晶構造解析に

よりAIBThのヘリセン構造が確認され、キラルHPLCを用いた光学分割にも成功した。また、AIBTh

はアズレン骨格で構成される初めての不斉ヘリセンであり、光学活性な AIBTh を溶液中で 80 ℃

で 20時間加熱したがラセミ化は確認されなかった。さらに、AIBThの電解酸化あるいは酸化剤を

用いた反応により、AIBTh のカチオンラジカル(AIBTh+•)の生成を確認した。化学的酸化反応によ

り合成した AIBTh+••PF6-塩は再結晶による単離精製が可能であり、結晶構造解析によって得られた

詳細な構造から、カチオンラジカルの安定化の主要因となる共鳴構造を提案することができた 2)。 
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